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率
い
る
安
倍
晋
三
元
首
相
と
近
い
。

　
自
民
党
内
で
は
「
改
憲
に
向
か
う
環
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境
が
整
っ
た
」（
幹
部
）
と
の
期
待
が

高
ま
っ
て
い
る
。

や
法
案
提
出
で
連
携
し
て
い
く
方
針
も

確
認
す
る
な
ど
、
共
闘
を
形
に
す
る
作

業
を
進
行
中
だ
。

　
一
方
、
自
民
党
側
は
、
岸
田
首
相
が

10
日
、
総
理
指
名
後
の
各
党
へ
の
挨
拶

で
日
本
維
新
の
会
を
訪
問
し
た
際
、
馬

場
幹
事
長
か
ら
憲
法
改
正
を
要
請
さ

れ
、「
し
っ
か
り
と
頭
に
入
れ
て
努
力

す
る
」
と
答
え
た
。
こ
れ
は
霞
が
関
用

語
の
「
前
向
き
に
検
討
し
ま
す
＝
や
り

ま
せ
ん
」
と
同
様
に
受
け
止
め
ら
れ
、

後
退
発
言
と
し
て
批
判
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
批
判
を
受
け
、
自
民
党
は

19
日
、
憲
法
改
正
推

進
本
部
を
「
憲
法
改

正
実
現
本
部
」
に
改

め
、
本
部
長
に
推
進

本
部
の
本
部
長
代
行

だ
っ
た
古
屋
圭
司
政

調
会
長
代
行
を
充
て

る
こ
と
を
決
め
た
。

　
岸
田
首
相
は
首
相
官
邸
で
古
屋
氏
と

会
談
し
、「
名
称
だ
け
で
は
な
く
、
体

制
も
変
え
て
し
っ
か
り
や
る
気
を
示
そ

う
」
と
指
示
。
古
屋
氏
は
「（
改
憲
を
）

実
現
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
そ
の
覚
悟

を
示
し
て
い
く
」
と
記
者
団
に
語
っ
て

い
る
。

　
実
現
本
部
の
事
務
総
長
に
は
、
新
藤

義
孝
・
衆
院
憲
法
審
査
会
与
党
筆
頭
幹

事
が
就
き
、
本
部
内
に
新
設
す
る
「
憲

法
改
正
・
国
民
運
動
委
員
会
」
の
ト
ッ

プ
も
兼
ね
る
。
国
民
と
の
対
話
集
会
や

遊
説
を
活
発
化
さ
せ
、
改
憲
に
向
け
た

機
運
を
高

め
た
い
意

向
だ
。
古

屋
、
新
藤

両
氏
は
、最

大
派
閥
・

安
倍
派
を

だ
。
自
民
党
は
憲
法
改
正
を
党
是
と
い

い
な
が
ら
、
実
は
一
部
の
保
守
層
の
ガ

ス
抜
き
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
よ
う
な

も
の
。
本
気
で
憲
法
改
正
を
や
ろ
う
と

思
っ
て
い
な
い
。
自
民
党
の
ヤ
ル
ヤ
ル

詐
欺
に
付
き
合
う
つ
も
り
は
な
い
」
と

述
べ
、
憲
法
改
正
論
議
を
進
め
な
い
自

民
党
の
煮
え
切
ら
な
い
態
度
を
批
判
し

た
。

　
玉
木
氏
も
「
自
民
党
は
本
当
に
や
る

気
が
あ
る
の
か
と
思
う
こ
と
が
多
々
あ

る
」
と
自
民
批
判
に
同
調
、「
憲
法
審

査
会
は
毎
週
開
い
た
ら
い
い
。
わ
れ
わ

れ
は
議
論
す
る
た
め
に
歳
費
を
い
た
だ

い
て
い
る
」
と
、
自
公
与
党
で
３
分
の

２
の
議
席
を
確
保
し
な
が
ら
改
憲
発
議

に
踏
み
切
れ
な
い
で
来
た
自
民
党
の
尻

を
叩
く
姿
勢
を
示
し
た
。

　
両
党
は
ま
た
、
公
式
に
具
体
的
協
議

も
行
な
っ
て
い
る
。

　
維
新
の
会
の
馬
場
伸
幸
幹
事
長
と
国

民
民
主
党
の
榛
葉
賀
津
也
幹
事
長
は
９

日
、
国
会
内
で
会
談
し
、
衆
参
両
院
の

憲
法
審
査
会
を
毎
週
開
く
よ
う
与
党
に

求
め
、
国
会
で
の
改
憲
論
議
を
加
速
さ

せ
て
い
く
考
え
で
一
致
し
、
国
会
対
策

に
実
施
す
べ
き
だ
」
と
述
べ
、
よ
り
具

体
的
な
日
程
を
提
示
し
た
。

　
「（
参
院
選
の
）投
票
率
も
上
が
る
し
、

大
き
な
選
挙
の
テ
ー
マ
に
も
な
る
」
と

い
う
理
由
も
述
べ
た
。

　

維
新
の
会
は
改
憲
論
議
を
盛
り
上

げ
、
次
期
参
院
選
で
の
さ
ら
な
る
党
勢

拡
大
を
狙
っ
て
い
る
。
こ
の
危
機
の
時

代
に
改
憲
は
票
に
な
る
、
と
分
析
し
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

　
ま
た
、
安
倍
政
権
時
代
か
ら
改
憲
に

賛
成
を
表
明
し
て
い
た
国
民
民
主
党
の

玉
木
雄
一
郎
代
表
も
松
井
代
表
に
呼
応

す
る
よ
う
に
、
テ
レ
ビ
番
組
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
な
ど
で
「
憲
法
改
正
の
議
論
を
進

め
る
」
な
ど
と
発
言
し
、
各
党
で
早
急

に
憲
法
論
議
を
深
め
る
べ
き
と
の
態
度

を
示
し
て
い
る
。

　
両
党
は
、
吉
村
洋
文
副
代
表
（
大
阪

府
知
事
）
と
、
玉
木
代
表
が
７
日
、
フ

ジ
テ
レ
ビ
系
『
日
曜
報
道
』
に
出
演
、

憲
法
改
正
論
議
の
促
進
を
目
指
す
考
え

で
一
致
を
見
せ
た
。

　
吉
村
氏
は
「
維
新
の
会
は
改
憲
勢
力

　

総
選
挙
後
、
第
二
次
岸
田
内
閣
は
、

小
選
挙
区
で
敗
れ
た
甘
利
明
幹
事
長
の

茂
木
敏
充
氏
へ
の
交
代
と
そ
れ
に
伴
う

林
芳
正
氏
の
新
外
相
就
任
以
外
は
留
任

と
な
り
、
話
題
性
の
乏
し
い
静
か
な
船

出
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
を
一
変
さ
せ
た
の
が
、
維
新
の

会
と
国
民
民
主
党
両
ト
ッ
プ
に
よ
る
改

憲
推
進
発
言
だ
。

　

日
本
維
新
の
会
の
松
井
一
郎
代
表

（
大
阪
市
長
）
は
選
挙
直
後
の
２
日
、

定
例
記
者
会
見
で
、
来
夏
の
参
院
選
ま

で
に
憲
法
改
正
原
案
を
ま
と
め
て
改
正

を
発
議
す
る
よ
う
促
し
た
。
さ
ら
に
、

「
国
民
投
票
を
参
院
選
の
投
票
と
同
日

　
10
月
31
日
投
開
票
が
行
わ
れ
た
第
49
回
衆
議
院
選
挙
は
、
自
民
不
利
、
野

党
連
合
有
利
と
の
大
方
の
予
想
を
く
つ
が
え
し
、
自
民
党
が
２
６
１
議
席
を

獲
得
、
過
半
数
ど
こ
ろ
か
、
単
独
で
「
絶
対
安
定
多
数
」
を
確
保
す
る
結
果

と
な
っ
た
。
立
憲
民
主
党
、
共
産
党
は
と
も
に
、
公
示
前
の
議
席
を
減
ら
し
、

代
わ
っ
て
維
新
の
会
が
４
倍
増
と
大
き
く
議
席
を
伸
ば
し
た
。

安
倍
長
期
政
権
が
実
現
し
え
な
か
っ
た

自
由
國
民
新
聞

尊
皇
愛
国・反
共
救
国・保
守
団
結・国
際
連
帯
──
自
由
国
民
連
合

改
憲
実
行
へ
の
動
き
次
々

選挙後に第二次岸田政権の政策を
発表する岸田文雄首相

第101代首相となっ

た岸田文雄氏

総選挙後の記者会見で憲法
改正の必要性に言及した日
本維新の会の松井一郎代表

（大阪市長）

憲法論議を深めるべきとの
態度を示している国民民主
党の玉木雄一郎代表

　
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
改
憲
を

め
ぐ
る
自
民
党
と
公
明
党
の
関
係
性

だ
。

　
自
民
党
の
コ
ア
な
保
守
系
支
持
層
に

と
っ
て
、
公
明
党
は
厄
介
な
存
在
だ
。

公
明
党
を
与
党
か
ら
切
り
離
せ
と
い
う

主
張
は
以
前
か
ら
根
強
い
。

　
最
近
で
は
、
６
月
16
日
閉
会
し
た
通

常
国
会
で
、
国
会
で
の
採
択
が
検
討
さ

れ
て
き
た
、
中
国
政
府
に
よ
る
ウ
イ
グ

ル
族
な
ど
に
対
す
る
人
権
侵
害
へ
の
非

難
決
議
が
不
成
立
に
終
わ
っ
た
。
共
産

党
で
さ
え
賛
同
し
て
い
た
同
決
議
が
実

ら
な
か
っ
た
の
は
、
与
党
協
議
で
公
明

党
が
反
対
し
た
か
ら
だ
。
も
ち
ろ
ん
自

民
党
内
親
中
派
と
の
結
託
に
よ
る
も
の

で
は
あ
る
が
、
公
明
党
へ
の
配
慮
の
結

果
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
自
民
党
の
党
是
で
あ
り
、
国
家
と
し

て
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
憲
法
改
正
で

も
、
自
民
が
緊
急
事
態
条
項
創
設
や
自

衛
隊
明
記
を
重
視
す
る
の
に
対
し
、
公

明
は
い
ず
れ
に
対
し
て
も
消
極
姿
勢

（
反
対
）
を
崩
し
て
い
な
い
。

　
改
憲
勢
力
と
し
て
国
会
で
３
分
の
２

以
上
の
与
党
議
席
を
抱
え
、
７
年
８
カ

月
の
長
期
政
権
を
ほ
こ
っ
た
安
倍
政
権

が
改
憲
に
踏
み
切
れ
な
か
っ
た
の
も
、

オ
ー
ル
ド
メ
デ
ィ
ア
と
結
託
し
、「
安

倍
政
権
下
で
の
憲
法
改
正
は
許
さ
な

い
」
と
し
て
、
モ
リ
カ
ケ
、
桜
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
野
党
の
妨
害
よ
り
も
、
与
党

公
明
党
へ
の
配
慮
が
憲
法
改
正
へ
の
推

進
力
を
鈍
ら
せ
て
き
た
。

　
安
倍
元
総
理
が
憲
法
９
条
の
問
題
で
、

元
の
条
文
は
触
ら
ず
に
「
自
衛
隊
」
の

存
在
を
「
加
え
る
」
か
ら
改
定
で
は
な

い
「
加
憲
」
だ
な
ど
と
称
し
て
抜
本
的

改
憲
で
は
な
く
中
途
半
端
な
も
の
に
な

っ
て
い
る
の
は
、
か
ま
え
て
公
明
党
の

せ
い
で
あ
る
。
何
か
に
つ
け
公
明
党
が

親
中
媚
中
と
な
り
、
日
本
の
国
益
に
反

す
る
行
動
を
と
る
の
は
、国
民
の
生
命
、

財
産
を
守
る
た
め
に
は
危
険
す
ぎ
る
。

　
し
か
し
、
今
回
の
改
憲
の
動
き
を
数

的
に
見
る
と
、面
白
い
こ
と
が
分
か
る
。

10
月
の
総
選
挙
で
各
党
が
獲
得
し
た
議

席
数
を
検
討
す
る
と
、
自
民
２
６
１
、

公
明
32
、
維
新
41
、
国
民
11
と
な
っ
て

い
る
。

　

公
明
は
現
在
与
党
で
あ
る
関
係
上
、

自
民
と
並
ぶ
「
改
憲
勢
力
」
と
み
な
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
実
体
は
「
改
憲

反
対
派
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
公
明
党
を

除
き
、
自
民
、
維
新
、
国
民
を
足
し
て

み
る
と
、
３
１
３
議
席
と
な
り
、
改
憲

発
議
に
必
要
な
「
３
分
の
２
＝
３
１
０

議
席
」
を
３
議
席
も
超
え
る
。

　
つ
ま
り
憲
法
改
正
に
公
明
党
の
協
力

は
必
要
な
い
、
と
の
結
論
に
な
る
。
自

民
党
は
親
中
反
日
の
公
明
党
の
ご
機
嫌

や
顔
色
を
う
か
が
う
こ
と
な
く
、
本
当

に
現
代
日
本
に
と
っ
て
必
要
な
憲
法
改

正
を
行
な
う
こ
と
が
出
来
る
。

　
こ
れ
こ
そ
総
選
挙
の
厳
粛
な
結
果
と

し
て
の
「
天
の
配
剤
」
と
呼
ぶ
べ
き
も

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
占
領
下
の
連

合
軍
に
よ
る
押
し
つ
け
憲
法
制
定
か
ら

73
年
。
つ
い
に
自
主
憲
法
制
定
へ
の
潮

目
が
来
た
、
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

公
明
党
外
し
も
可
能

改憲に潮目
総選挙後の絶妙布陣
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今
回
の
衆
院
選
は
、
こ
れ
ま
で
名
護

市
辺
野
古
で
是
非
を
問
う
基
地
問
題
よ

り
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策

と
、
感
染
拡
大
で
長
期
的
に
落
ち
込
ん

だ
経
済
の
立
て
直
し
や
貧
困
対
策
、
来

年
か
ら
の
次
期
沖
縄
振
興
計
画
が
主
な

争
点
と
な
っ
た
の
が
特
徴
だ
。
コ
ロ
ナ

禍
で
県
民
意
識
が
変
わ
っ
て
き
た
。

　
共
産
が
小
選
挙
区
で
唯
一
議
席
を
持

つ
１
区
で
は
、
共
産
の
志
位
和
夫
委
員

長
や
小
池
晃
書
記
長
の
ほ
か
、
玉
城
知

事
、
城
間
幹
子
那
覇
市
長
ら
「
オ
ー
ル

沖
縄
」
勢
力
が
総
動
員
で
応
援
に
駆
け

付
け
た
。
共
産
の
赤
嶺
政
賢
氏
（
73
）

語
り
、
県
民
、
市
民
の
考
え
が
、
基
地

よ
り
も
経
済
に
変
化
し
て
い
る
の
を
肌

身
で
感
し
た
と
い
う
。

　
島
尻
陣
営
に
よ
る
と
、
島
尻
氏
は
19

年
の
落
選
後
も
３
区
支
部
長
と
し
て
、

３
区
地
域
を
精
力
的
に
回
り
、
元
沖
縄

担
当
相
の
経
験
を
生
か
し
て
政
府
与
党

と
の
連
携
に
よ
る
沖
縄
振
興
予
算
獲
得

に
励
ん
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
名
護
東

道
路
を
開
通
、
沖
縄
自
動
車
道
か
ら
名

護
市
街
地
ま
で
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
け

る
よ
う
に
な
っ
た
。
貧
困
対
策
、
子
育

て
支
援
も
手
掛
け
た
。

　
一
方
、
屋
良
陣
営
は
、
基
地
問
題
を

最
大
の
争
点
に
し
、
基
地
建
設
に
反
対

す
る
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
と
と
も
に
、「
基

地
建
設
反
対
」「
政
権
交
代
」
を
訴
え

た
が
、
市
民
に
届
か
な
か
っ
た
。　
　

　
こ
れ
に
対
し
、島
尻
陣
営
の
応
援
に
、

菅
義
偉
元
首
相
、
河
野
太
郎
党
広
報
部

長
が
駆
け
付
け
、
島
尻
氏
の
政
治
実
績

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
特
に
菅
氏
の
街
頭

演
説
に
は
多
数
の
人
が
詰
め
か
け
た
。

名
護
市
の
道
路
完
成
は
、
菅
氏
が
前
回

の
名
護
市
長
選
で
約
束
し
た
も
の
で
、

こ
の
夏
に
完
成
さ
せ
た
。

　
基
地
問
題
に
つ
い
て
は
、
菅
氏
は
言

及
し
な
か
っ
た
が
、
島
尻
氏
は
、「
辺

野
古
移
設
問
題
は
、
普
天
間
飛
行
場
の

危
険
性
除
去
が
第
一
で
あ
り
、
市
民
の

安
全
を
確
保
す
る
こ
と
を
ま
ず
考
え
る

べ
き
で
あ
る
」
と
、
一
刻
も
早
い
危
険

性
の
除
去
を
伴
う
移
設
の
必
要
性
を
強

調
し
た
。
島
尻
氏
の
当
選
で
、移
設「
反

つ
２
区
は
、
普
天
間
飛
行
場
、
嘉
手
納

基
地
に
連
な
る
選
挙
区
で
、
こ
れ
ま
で

革
新
が
圧
倒
し
て
き
た
。
前
職
照
屋
寛

徳
氏
の
地
盤
継
承
の
「
後
継
候
補
」
で

社
民
新
人
の
新
垣
邦
男
氏
（
65
）
に
対

し
て
、
自
民
前
の
宮
崎
政
久
氏
（
56
）

＝
公
明
推
薦=

が
三
度
目
の
挑
戦
。
宮

崎
氏
は
、
新
垣
氏
の
知
名
度
の
低
さ
を

踏
ま
え
、
衆
院
３
期
の
実
績
を
訴
え
、

大
票
田
の
浦
添
市
、
宜
野
湾
市
の
首
長

を
選
対
本
部
長
に
迎
え
て
保
守
、
無
党

派
層
の
浸
透
を
図
っ
た
が
、
約
１
万
票

及
ば
な
か
っ
た
。

　
今
回
２
区
で
は
、
日
本
維
新
の
会
の

候
補
者
が
突
如
立
候
補
、
約
１
万
５

千
票
得
票
し
た
。
維
新
支
持
の
保
守
層

が
宮
崎
氏
に
回
れ
ば
、
社
民
の
新
垣
氏

か
ら
議
席
を
奪
取
で
き
た
可
能
性
が
高

い
。
今
後
、
自
民
は
維
新
と
の
調
整
が

必
要
と
な
ろ
う
。
宮
崎
氏
は
善
戦
し
、

比
例
復
活
を
果
た
し
た
。

　
今
回
の
選
挙
で
最
大
の
焦
点
は
、
３

区
だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
自
民
が
一
度
も

議
席
を
確
保
し
た
こ
と
の
な
い
３
区
、

し
か
も
玉
城
知
事
の
選
挙
地
盤
で
、
２

０
１
９
年
の
衆
院
補
選
で
敗
退
し
た
島

尻
氏
が
辺
野
古
移
設
「
容
認
」
を
掲
げ

て
、
前
回
と
同
じ
候
補
で
基
地
反
対
の

立
民
前
職
の
屋
良
朝
博
氏
（
59
）
に
ど

こ
ま
で
迫
れ
る
か
、
注
目
さ
れ
た
。

　
「
前
回
の
選
挙
と
は
、
県
民
、
市
民

の
反
応
が
全
く
違
う
。
市
民
は
基
地
問

題
よ
り
も
、コ
ロ
ナ
対
策
、景
気
回
復
、

子
育
て
、
貧
困
対
策
な
ど
経
済
振
興
に

関
心
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
必
ず

勝
ち
ま
す
」

　
投
票
日
前
日
の
打
ち
上
げ
で
、
こ
う

期
沖
縄
振
興
計
画
な
ど
現
実
的
に
取
り

組
む
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
私
に
は

で
き
る
」
と
、
岸
田
文
雄
首
相
の
派
閥

議
員
と
し
て
政
権
与
党
の
強
み
を
強
調

し
た
が
、
及
ば
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

７
月
の
那
覇
市
議
選
で
の
自
民
勝
利
を

基
礎
に
、最
後
ま
で
票
集
め
に
尽
力
し
、

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
で
復
活
し
た
。

　

自
民
敗
北
の
要
因
の
一
つ
に
、
元

自
民
党
衆
議
院
議
員
で
維
新
の
会
を

除
名
に
な
っ
た
無
所
属
の
下
地
幹
郎

氏
（
60
）
の
出
馬
問
題
が
あ
っ
た
。
下

地
陣
営
は
、
25
年
の
政
治
実
績
と
自
民

党
復
帰
に
よ
る
保
守
一
本
化
を
訴
え
た

が
、
自
民
党
県
連
が
拒
否
、
党
本
部
の

現
職
優
先
の
方
針
に
も
関
わ
ら
ず
１
区

出
馬
に
固
執
し
て
、
保
守
分
裂
を
招
い

た
。前
回
よ
り
得
票
を
減
ら
し
て
落
選
、

保
守
勢
力
に
対
す
る
共
産
へ
の
利
敵
行

為
に
で
る
と
い
う
政
治
生
命
を
危
う
く

す
る
事
態
を
招
い
た
。
下
地
氏
が
現
状

を
考
慮
し
て
、
保
守
一
本
化
を
優
先
さ

せ
れ
ば
、
国
場
氏
は
、
共
産
に
勝
て
た

は
ず
で
あ
る
。
自
民
県
連
と
し
て
も
課

題
を
残
し
た
格
好
だ
。

　
社
民
唯
一
の
選
挙
区
で
の
議
席
を
持

＝
れ
い
わ
推
薦
＝
陣
営
は
、
党
よ
り
も

「
オ
ー
ル
沖
縄
」
を
前
面
に
出
し
、
９

年
間
の
安
倍
、菅
政
権
を
「
強
権
政
治
」

と
批
判
、「
政
権
交
代
」
の
争
点
化
を

図
っ
た
。
立
憲
民
主
党
と
「
限
定
さ
れ

た
閣
外
協
力
」
合
意
の
取
り
付
け
に
成

功
し
た
共
産
に
と
っ
て
、
革
命
第
一
段

階
の
「
民
主
連
合
政
権
」
樹
立
を
視
野

に
い
れ
た
沖
縄
選
挙
区
で
の
議
席
確
保

は
必
須
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　
こ
れ
に
対
し
、
自
民
の
国
場
幸
之
助

氏
（
48
）
＝
公
明
推
薦
＝
は
、「
基
地

問
題
だ
け
が
沖
縄
の
問
題
で
は
な
い
。

コ
ロ
ナ
対
策
、
経
済
の
立
て
直
し
、
次

　
第
49
回
衆
院
選
の
沖
縄
選
挙
区
は
、
１
区
、
２
区
で
は
共
産
党
、
社
民
党
が
か
ろ
う
じ
て
議
席
を
守
っ
た
も
の
の
、

３
区
、
４
区
で
自
民
党
が
接
戦
を
制
し
た
ほ
か
、
１
区
、
２
区
で
も
比
例
復
活
し
、
全
区
で
自
民
が
議
席
を
獲
得
し
た
。

沖
縄
の
民
意
は
、
従
来
の
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
辺
野
古
移
設
に
反
対
す
る
基
地
問
題
を
争
点
に
し
て
き
た
玉
城
デ

ニ
ー
知
事
を
支
持
す
る
共
産
主
導
の
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
勢
力
よ
り
も
、
コ
ロ
ナ
対
策
、
経
済
復
興
を
主
張
し
た
自
公
政

権
の
継
続
に
評
価
を
下
し
た
。
基
地
の
移
設
工
事
が
進
む
名
護
市
を
抱
え
る
３
区
で
移
設
容
認
す
る
自
民
新
人
の
島
尻

安
伊
子
氏
（
56
）
＝
公
明
推
薦
＝
が
初
め
て
勝
利
し
た
こ
と
は
、
自
公
に
と
っ
て
意
義
深
い
。
来
年
の
１
月
の
名
護
市

長
選
を
は
じ
め
、
夏
の
参
院
選
、
秋
の
知
事
選
に
向
け
て
、
保
守
・
自
公
勢
力
に
大
い
に
弾
み
が
つ
い
た
。

遺
志
を
引
き
継
い
で
基
地
移
設
反
対
に

重
点
を
お
い
た
政
策
を
市
民
に
ア
ピ
ー

ル
し
た
が
、
遠
く
及
ば
な
か
っ
た
。

　
今
回
の
衆
院
選
は
、
県
民
が
、
翁
長

氏
が
打
ち
出
し
た
基
地
反
対
の
「
オ
ー

ル
沖
縄
」
勢
力
へ
「
Ｎ
Ｏ
」
を
突
き
付

け
る
と
と
も
に
、
沖
縄
発
展
の
た
め
の

現
実
的
政
策
を
選
択
し
た
こ
と
を
浮
き

彫
り
に
し
た
。
基
地
反
対
を
重
点
政
策

に
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
現
実
的
な
対

応
に
乏
し
い
玉
城
県
政
へ
の
不
信
任
の

表
れ
で
も
あ
る
。

　
「
こ
の
度
は
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
協

力
あ
り
が
と
う
。
い
い
選
挙
に
な
り
ま

し
た
」（
自
民
党
県
連
幹
部
）

　

選
挙
期
間
中
、「
オ
ー
ル
沖
縄
＝
共

産
党
」
と
街
宣
で
強
く
訴
え
、
チ
ラ
シ

巻
き
な
ど
の
運
動
を
し
て
き
た
自
由
国

民
連
合
沖
縄
県
支
部
。
各
選
挙
区
で
自

民
候
補
勝
利
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与

え
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。「
反
共
救

国
」「
保
守
団
結
」
を
掲
げ
る
自
由
国

民
連
合
の
沖
縄
で
の
今
後
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
。

自
民
全
選
挙
区
４
議
席
確
保

３
区
島
尻
氏
、初
当
選
　
辺
野
古
移
設﹁
容
認
﹂へ
民
意
変
化

自民の勝利を報じた地元紙（11月１日付）

対
」
か
ら
「
容
認
」
が
民
意
と
な
っ
た
。

　

島
尻
氏
勝
利
の
要
因
の
一
つ
と
し

て
、
公
明
の
影
響
が
大
き
い
。
沖
縄
県

の
公
明
は
こ
れ
ま
で
党
本
部
と
は
違
っ

て
、
辺
野
古
建
設
に
「
反
対
」
を
打
ち

出
し
て
い
た
。
だ
が
今
回
は
、
公
明
県

議
が
県
議
会
で
「
普
天
間
飛
行
場
の
危

険
性
除
去
が
重
要
」
と
発
言
、「
容
認
」

と
受
け
止
め
ら
れ
る
態
度
に
代
わ
っ
て

き
た
。こ
れ
に
よ
り
、「
選
挙
区
は
島
尻
、

比
例
は
こ
う
め
い
」
の
選
挙
戦
術
に
以

前
に
も
増
し
て
力
が
入
っ
た
。

　
公
明
は
、
比
例
代
表
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

で
県
出
身
の
金
城
泰
邦
氏
（
52
）
が
初

当
選
し
、
16
年
ぶ
り
に
県
内
か
ら
議
席

を
獲
得
し
た
。

　
来
年
１
月
に
市
長
選
を
控
え
る
名
護

市
の
渡
具
知
武
豊
市
長
は
、
島
尻
氏
の

当
選
を
受
け
て
「（
有
権
者
は
）
辺
野

古
の
問
題
へ
の
賛
否
で
投
票
を
決
め
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
」

と
の
見
解
を
示
し
た
後
、
辺
野
古
工
事

で
「
県
民
の
意
識
が
微
妙
に
変
わ
っ
て

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
、

基
地
問
題
に
対
す
る
県
民
意
識
の
変
化

に
言
及
し
た
。

　
４
区
は
、
自
民
候
補
が
選
挙
区
で
唯

一
当
選
し
た
区
。
自
民
で
沖
縄
担
当
相

の
西
銘
恒
三
郎
氏
（
67
）
＝
公
明
推
薦

＝
が
、「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
支
持
す
る

立
民
新
人
の
金
城
徹
氏
（
68
）
を
約
１

万
５
千
票
の
大
差
を
つ
け
て
議
席
を
守

っ
た
。
西
銘
氏
は
、
沖
縄
担
当
相
を
背

景
に
次
期
振
興
計
画
、
来
年
度
予
算
確

保
な
ど
幅
広
い
沖
縄
政
策
で
市
民
の
期

待
に
応
え
よ
う
と
し
た
。こ
れ
に
対
し
、

金
城
氏
は
、「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
全
面

的
支
援
を
得
て
故
翁
長
雄
志
元
知
事
の

衆院選沖縄選挙区

沖縄県小選挙区得票数
▼1区
当 赤嶺政賢（73） 共産・前8、れいわ推薦 61,519
比 國場幸之助（48） 自民・前4、公明推薦 54,532
　 下地幹郎（60） 無所属・前６ 29,827
▼2区
当 新垣邦男（65） 社民・新 74,665
比 宮崎政久（56） 自民・前4、公明推薦 64,542
　 山川泰博（51） 維新・新 15,296
　 中村幸也（41） NHK 党・新 3,053
▼3区
当 島尻安伊子（56） 自民・新、公明推薦 87,710
　 屋良朝博（59） 立民・前 1 80,496
▼4区
当 西銘恒三郎（67） 自民・前6、公明推薦 87,671
　 金城  徹（68） 立民・新 72,031

自
公
、来
年
の
参
院
選
、知
事
選
へ
弾
み

新
会
員
募
集

尊皇愛国志士の皆様のご入会をお待ちしております
◎ 自主独立国家を目指し、自主憲法を制定しよう！
◎ 尖閣・沖縄を護り抜き、竹島、北方領土返還を実現しよう！
◎ 尊皇愛国で結束し、反日左翼勢力を一掃しよう！
◎ 人類の敵・中国共産党打倒、台湾関係法を制定しよう！
年会費：正会員12,000円、法人会員一口60,000円、特別会員一口100,000円
問い合わせ：自由国民連合本部　事務局
　　〒103-0014　東京都中央区日本橋蛎殻町2-12-9-901
　　 TEL 03-6661-2525　FAX 03-6661-7829
         E-mail：jikokuren@gmail.com　  Youbube：自国連チャンネル

菅
義
偉
前
首
相
と
グ
ー
タ
ッ
チ
を

交
わ
す
島
尻
安
伊
子
氏

1区で比例復活した国場幸之
助氏（11月1日午前1時　国
場選挙事務所で）


